と を 説く 方が、 より 強く その 愛が 表現され る。 さま ざ 

まな 美しい 女性に とり 巻かれても、 それらに 一瞥 も 与 

えない こと は、 つまり それら を 凡て 無視す る こと は、 

ただ 一 人の 女性 を 重視す る ことになる。 

こういうの は、 比較の 問題で はない。 絶対的な 問題 

である。 

ドスト エフ スキ— の 「悪霊」 の 中に あった こと だと 

記憶して いるが、 面白い 対話が ある。 

A —— 「吾々 は 馬鹿 だな ご 

B —— 「どうして 君 は 馬鹿なん だ ご 

A —— 「獎は 馬鹿 じ やな いさご 



B —— 「僕 だって、 君より は 馬鹿 じ やない よご 

言葉 は 違う かも 知れない が、 こういう 風な 対話 だと 

私 は 覚えて いる。 ところで、 おかしな ことに は、 A も 

B も、 自分 は 馬鹿で はない と 云いながら、 そして 実際 

そうか も 知れない が、 それでも なお、 吾々 は 馬鹿 だと 

いう こと は 否定され ずに 残る。 この 否定され ずに 残る 

ものが、 最も 重要であって、 この場合に は それが 最初 

に 云われた だけの ことで ある。 多くの場合、 それ は最 

初に も 最後に も 云われない。 ォブロ ー モフの 場合に は、 

それが 云われなかった。 云われなかった けれども、 云 

われる 以上に 主張され た。 
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